
第２回 宮城県藻類産業フォーラム 

宮城県の復興と藻類バイオマス 
～藻類バイオマスの実用化に向けて～ 

 
共同主催： 宮城県藻類産業フォーラム実行委員会，持続工学研究会 

 協   賛： NPO) 環境会議所東北  NPO) 環境生態工学研究所 

                     （株）スメーブジャパン 

  後   援： 仙台市 

日時：平成 23 年 11 月 10 日（木） 午後 5：30～午後 7：00 

会場：エル・パーク仙台 ６Ｆギャラリーホール 

〒980-8555	 仙台市青葉区一番町 4丁目 11番 1号 

141ビル（仙台三越定禅寺通り館）	 6階 

地下鉄：仙台市営地下鉄南北線	 勾当台公園駅下車（南 1番出口より地下道で連結） 

バス：商工会議所前	 または	 定禅寺通市役所前下車 

 

石油を産生する藻類が話題になっています。植物の一種である石油産生藻類を効率よく利用することで、新

たなエネルギーを生み出す研究が進められており、近年、大きな成果が報告されるようになりました。 

今回のフォーラムでは、次世代バイオエネルギーの本命ともいわれる藻類バイオマスを、宮城県の

復興と発展に役立てようという観点から、藻類バイオマスの可能性と実用化へ向けての取り組みについて、

県民の皆様と共に学んでまいりたいと思います。 

                                          

プログラム        

平成 23 年 11 月 10 日（木）       

午後 5 時 30 分～5 時 40 分 

     開会 

午後 5 時 40 分～6 時 40 分 

        藻類バイオマスの可能性 

             筑波大学大学院 生命環境科学研究科 構造生物科学専攻  

井上 勲 教授 

午後 6 時 40 分～7 時 

        藻類バイオマスの活用 

                                         高橋	 裕 経済局長  

<特別メッセージ> 筑波大学大学院 生命環境科学研究科 生命共存科学専攻 

渡邉 信 教授 

入場は無料です。 

お問い合わせ先   Email: toshi_s@qg7.so-net.ne.jp  


